
 
 

 

 

図 1. 『御番所日記』（『日光叢書』第一巻，第三巻）と江戸時代の日光東照宮における地震対応

（東京大学地震研究所[課題番号：1513]） 

 

 

 

図 2. 無作為抽出の社会調査による中越地震と中越沖地震の復旧・復興過程の比較検討（復旧・復

興カレンダー）（新潟大学[課題番号：2702]） 
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① I understood the extent of the damage.
② I felt safe.
③ I was prepared to be uncomfortable for a while.
④ Business offices/Local schools resumed operations.
⑤ Housing problems were resolved.
⑥ The disaster no longer impacted my household.
⑦ Everyday routines resumed.
⑧ Local activities were restored.
⑨ I no longer considered myself a disaster victim.
⑩ The local economy was no longer influenced by the disaster.
⑪ Local roads were restored.



 
 

 

 

 

図 3. 左：諏訪盆地において強震記録を収集した観測点 

白は国や自治体による観測点，赤は大学による盆地内観測点，緑は大学による盆地外観測点を示す。

右：2011年東北地方太平洋沖地震で記録された最大加速度。盆地内の最大値は TYD観測点における

100 cm/s/s（東京大学地震研究所[課題番号：1515]）。 

 

 

 
 

図 4. 左：降灰量による交通規制に関する機能的フラジリティ曲線，右：効率的な道路復旧順序（高

速道路を除く）（京都大学防災研究所[課題番号：1914]） 

 

 



 
 

 
図 5. 東日本大震災の被災地を調査対象とした長期的土地利用の変化と被害から明らかとなる脆弱

性の検討（名古屋大学[課題番号：1704]） 

 

 

 

図 6. 携帯型地理情報システムの構築およびそ検証による避難行動の現状・課題分析（北海道大学

[課題番号：1006]） 

 

 



 
 

 
 

図 7. 北海道総務部危機管理局危機対策課の大型ディスプレイに表示される二つの画面（左の上下）

と，危機対策課（右上）および七飯町の防災担当者のサイドテーブルに置かれたシステム（右下）

（北海道大学[課題番号：1009]） 

 

 

図 8. 一般市民を対象として設計された社会調査アンケート画面（東京大学地震研究所[課題番号：

1517]） 

地震学者の観点から，地震予測を行う専門家が評価の不確実性を述べることによって，住民の地震

リスク認知や専門家に対する信頼がどのように変化するかを調査。 



 
 

 

 

図 9. 桜島におけるレベル 4から 5への時間的余裕を考慮した新たな訓練シナリオ（京都大学防災

研究所[課題番号：1914]） 

 

 

  


